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第 1粂 京都大学基礎物理学研究所 ･'数理賂析研究所 ･共同利用研究者宿泊所
(以下 ｢宿泊所十 という｡ )は,当該研究所の非常琴研究.員お よびその他
基礎物理学研究所長または数理解析研究所長が必要と認めた者にかぎり利
用 し得 る･､もの とす る｡
第 台粂 '宿泊所を利用しようとす る者は,;所定の利用許可申請書に必要事項 を




第 4粂 利用を許可された者 (以下 ｢利用者｣とい う｡)は◆,宿泊所管理人の
指示を受けて利用す る｡
第 5粂 利用者は.別に定め る料金を指定の期限内に納めなければならない｡
2. 既納の料金は返付しない｡
第 6条 利用者の遵守事項 ･共同利用方法等についてめ利用者の心得 る7-<き事
項およびこの内規の実施E,=ついて必要な事項は,別に定める｡
第 7粂 宿泊所に関する事務は,基礎物理享研究所において処理す るO
附 則 ･










･両研究所はそれぞれ 1名のわ くを自由に使用できるためにもつ ものとす る｡
5 長期滞在者
長期滞在を希望す る者は,少 くとも利用開始 日の 4週間前.a)週の水 曜日ま
でに申込めば,同時に利用す る長期滞在者が 10名程度大きく上まわ ること
はないであろ うとい う了解の下で,優先的に使用が認められ るノ.ただし,長
期滞在とは 15日以上 6ケ月まで とす る｡
4 -般利用の申し込み
4-1 利用希望日を含む過の前々週の木曜 日か ら5嘗分の申込みの受け付
けを開始す る｡






5-2 上記 5-1)の申し込みに余裕があればその分 については申し込み
順に利用を認め るもの とす る.
5-5 両研究所か らの希望が重なっていた場合には,数研側は利用 日を変
えることがで きるか否かについて努力して,その絶巣を基研に通知す
るもの とす るが .利用 日の変更ができなか った時には,基研側で変更
を努力す る. 以上の前室の結果,重ならな くなれは利用が認められ るo
調整の結果,やむをえず重なっていれば,基研側 と数研側の利用者数
'が, 名と 名になるように決めるO ( (4-1)'の調整には 2

































議 長 湯 ,1日 秀 樹
出 席 者 廟永振一郎, 中嶋貞雄, 久保亮五, 小川修三,
高木修二 . 碓井恒丸, 小林 稔,- 井上 健,
牧 二郎/, 松 由博嗣,- 玉垣良三
欠 席 者 田中 -, 坂田昌一, 中村誠太郎 (外田出張中)
小谷正雄 (外国出張中)
1′研究部員会議報告 と最認
報告が行なわれ,東認 された｡
尚,cRC実行委員より暫定壕特香の性格に開す-る見解の文書が運営委員
会宛に送 られてきてお り.一内容が細介された｡
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